
互助活動推進委員会

阪口　貴子

未完成の状況と推進にあたっての課題

１、市町村別子育て機関等調べのまとめと活用方法の検討

２、次のステップへの課題

＊提案（必要とする取り組み）

　①幼少時の子供を育児中の母親の不安を軽減するための取り組み

　②その親たちを見守り支援する、支援者の養成

３、相談から見えてきた課題と対策について、事業主体である県障害福祉課との調整

委 員 会 ・ 部 会 の 実 績 報 告

（ Ｈ ２ ３ 年 度 ） 平 成 24 年 3 月 30 日

委員 会 、 部会

委 員 長 名 ：

Ｈ２３年度末
の 成 果
進 捗 状 況

　世代を超えた互助活動の振興を目的として、「子育て支援部会」「障害者１
１０番等相談部会」の活動を通じて、その基盤整備に取り組みました。

　①市町村ごとの子育て支援機関やサークル調査を実施しました。
　　　（未提出市町村があり、現在資料調整中）

　②子育て中の母親のニーズ調査を実施しました。
　　　（制度の整備は進んだけれど、親の不安感等の心の葛藤は時代が
        変われど変わらないもの）

  ③相談員の研修の機会を増やし、ケース分析能力の向上を図りました。
　　　（電話相談から、その家庭状況、制度不備等を分析し、家庭支援の
　　　　必要性が顕在化しました。）


